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四
面
　
景
況
調
査
　

三
面
　
建
築
確
認
手
続
き
等
の
運
用
改

　
　
　
善
に
つ
い
て

一
面
　
全
木
協
連
の
二
十
二
年
度
新
規

　
　
　
事
業
が
ス
タ
ー
ト
　
県
木
連
等

　
　
　
役
員
異
動
　
関
係
団
体
総
会

　
　
　

二
面
　
平
成
二
十
一
年
の
製
材
工
場
数
は

六
千
八
百
六
十
五
工
場
　
木
材
利
用

　
　
　
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て

全
木
協
連
の
　　
年
度
助
成
事
業
が
ス
タ
ー
ト

２２

国
産
材
の
利
用
拡
大
な
ど
対
象

各
県
木
連
・
木
協
連
役
員
異
動

お
し
ら
せ

　
住
宅
以
外
の
分
野
で
の
取
組
を
支
援

　
　
国
産
材
資
材
等
供
給
連
携
支
援
事
業

　
各
都
道
府
県
木
連
で
は
、
五
月
の
後

半
を
ピ
ー
ク
に
総
会
が
開
催
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
に
今
年
度
の
活
動
が
始

ま
る
こ
と
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
各
県
木
連
（
協
連
）
の

今
期
総
会
で
は
、
役
員
の
改
選
期
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
代
表
者
等
が
交

代
し
た
団
体
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者
、
全

木
連
が
役
員
の
異
動
を
各
団
体
に
照
会

し
、
回
答
の
あ
っ
た
も
の
を
掲
載
）。

　
▼
会
長
・
理
事
長
交
代

愛
　
知（
木
協
連
）＝
西
垣
洋
一
（
上
地

宏
保
）

石
　
川
＝
通
善
一
洋
（
角
永
善
一
）

　
こ
の
事
業
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷

で
住
宅
着
工
戸
数
が
こ
れ
ま
で
に
な
い

落
ち
込
み
を
記
録
。
今
後
も
少
子
化
等

の
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
新
設
住

宅
着
工
戸
数
の
拡
大
が
望
め
な
い
。
そ

の
な
か
で
、
現
在
進
行
し
て
い
る
国
産

材
転
換
へ
の
流
れ
を
よ
り
確
固
た
る
も

の
に
す
る
た
め
に
、
外
材
ま
た
は
非
木

材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
住
宅
以
外
の
分

野
に
お
け
る
資
材
ご
と
の
関
係
者
等
に

よ
る
情
報
交
換
、
調
査
や
各
種
の
仕
組

み
作
り
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
の

活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
。

　
関
係
者
が
協
議
会
等
を
開
催
し
、
動

向
分
析
、
体
制
整
備
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
等
を
行
う
経
費
及
び
こ
れ
と
関

連
す
る
地
域
で
の
取
組
み
等
の
経
費
を

助
成
す
る
。
現
在
、
募
集
を
終
え
、
採

択
を
審
査
中
。

　
全
木
連
の
関
係
団
体
で
あ
る
、
全
国

木
材
防
虫
Ｊ
Ａ
Ｓ
協
議
会
（
岩
瀬
茂
雄

会
長
）、全
国
木
造
住
宅
機
械
プ
レ
カ
ッ

ト
協
会
（
櫻
井
秀
弥
会
長
）
は
、
そ
れ

ぞ
れ
六
月
四
日
、
六
月
十
日
に
総
会
を

開
催
し
所
定
の
議
案
を
審
議
、
決
定
し

た
。
こ
れ
で
、
関
係
団
体
の
総
会
は
と

ど
こ
お
り
な
く
終
了
し
た
。

　
プ
レ
カ
ッ
ト
協
会
の
総
会
後
、
独
立

行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
研
究
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
林
知
行
氏
に
よ
る
講
演

「
今
さ
ら
人
に
は
聞
け
な
い
木
の
は
な

し
」
が
開
催
さ
れ
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
今
年
度
の
補
助
事
業
の
う
ち
新
規
事
業
に
つ
い
て
、
全
木

協
連
は
「
地
域
材
利
用
加
速
化
支
援
事
業
」
の
う
ち
「
国
産

材
資
材
等
供
給
連
携
支
援
」
実
施
す
る
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
「
２
×
４
住
宅
部
材
の
開
発
」「
林
地
残

材
フ
ル
活
用
事
業
」「
地
域
材
の
水
平
連
携
加
工
シ
ス
テ
ム
推

進
事
業
」「
木
材
産
業
原
料
転
換
等
構
造
改
革
緊
急
対
策
事
業
」

「
が
ん
ば
れ
！
地
域
林
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
」「
農
林
漁
業
セ
ー

フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
資
金
利
子
補
給
事
業
」
を
継
続
実
施
す
る
。

沖
　
縄
＝
長
堂
昌
太
郎
（
久
高
晃
）

　
▼
　事
務
局

北
海
道
＝
副
会
長
・
三
村
龍
圓
　
専
務

理
事
・
高
藤
満

埼
　
玉
＝
専
務
理
事
・
秋
山
輝
次

群
　
馬
＝
専
務
理
事
・
新
井
隆
夫

岐
　
阜
＝
副
会
長
・
藤
沢
茂
・
事
務
局

長
・
武
山
輝
行

兵
　
庫
＝
副
会
長
・
大
野
正
人

山
　
口
＝
専
務
理
事
・
荒
瀬
和
男

福
　
岡
＝
専
務
理
事
・
林
美
則

大
　
分
＝
専
務
理
事
・
清
家
英
典

宮
　
崎
＝
副
会
長
・
原
田
美
弘

鹿
児
島
＝
専
務
理
事
・
亀
澤
絡

鹿
児
島（
木
協
連
）＝
専
務
理
事
・
三
窪
等

な
ど
関
係
団
体
の
総
会
開
催

　防
虫
Ｊ
Ａ
Ｓ
協
議
会

プ
レ
カ
ッ
ト
協
会
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製
材
工
場
数
は
六
千
八
百
六
十
五
工
場

平
成
二
十
一
年
木
材
統
計

　
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の

　
　
　
促
進
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に

　
農
林
水
産
省
が
四
月
に
公
表
し
た「
平

成
二
十
一
年
木
材
統
計
」に
よ
る
と
、
我

が
国
の
平
成
二
十
一
年
末
時
点
の
製
材

工
場
数
は
、
六
千
八
百
六
十
五
工
場
と
な

り
、前
年
よ
り
五
百
十
三
工
場
減
少
し
た
。

　
こ
れ
を
製
材
工
場
の
出
力
別
に
見
る

と
、
主
に
「
三
七
・
五
〜
七
五
・
〇
ｋ

ｗ
未
満
」、「
二
二
・
五
〜
三
七
・
五
ｋ
ｗ

未
満
」
及
び
「
七
五
・
〇
〜
一
五
〇
・

〇
ｋ
ｗ
未
満
」
の
階
層
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
三
百
十
九
工
場
、
八
十
八
工
場
、

六
十
八
工
場
減
少
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
総
出
力
数
は
七
十
二
万

八
百
八
十
三
・
三
ｋ
ｗ
で
、
前
年
に
比

べ
三
万
二
千
六
百
三
十
八
ｋ
ｗ
減
少
し

た
が
、
一
工
場
あ
た
り
の
出
力
数
は
一

〇
五
・
〇
ｋ
ｗ
と
な
り
前
年
に
比
べ
二

・
九
ｋ
ｗ
増
加
し
た
。

　
従
業
者
数
は
三
万
四
千
九
百
七
十
人

で
、
前
年
よ
り
三
千
二
百
九
十
人
減
少

し
て
い
る
。

　
平
成
二
十
一
年
の
製
材
用
素
材
消
費

量
は
一
千
五
百
四
十
六
万
五
千
k
で
、

前
年
に
比
べ
二
百
十
五
万
四
千
k
減
少

し
た
。
こ
れ
も
出
力
階
層
別
に
見
る
と
、

全
て
の
階
層
で
減
少
し
て
い
る
が
、
主

に
「
三
〇
〇
・
〇
ｋ
ｗ
以
上
」、「
一
五
〇

・
〇
〜
三
〇
〇
・
〇
ｋ
ｗ
未
満
」
及
び

「
七
五
・
〇
〜
一
五
〇
・
〇
ｋ
ｗ
未
満
」

の
階
層
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
百
五
万
六

千
k
、
四
十
万
四
千
k
、
三
十
二
万
三

千
k
減
少
し
た
。

　
な
お
、
一
工
場
あ
た
り
の
素
材
消
費

量
は
二
千
二
百
五
十
三
k
で
、
前
年
に

比
べ
百
三
十
五
k
減
少
し
た
。

　
製
材
品
の
出
荷
量
に
つ
い
て
は
、
九

百
二
十
九
万
一
千
k
で
、
前
年
よ
り
百

五
十
九
万
三
千
k
減
少
し
た
。
用
途
別

で
は
建
築
用
材
、
土
木
建
設
用
材
、
木

箱
仕
組
板
・
梱
包
用
材
、
家
具
建
具
用

材
の
そ
れ
ぞ
れ
で
前
年
よ
り
減
少
し
て

い
る
。
人
工
乾
燥
材
の
出
荷
量
は
二
百

二
十
八
万
k
で
あ
り
、
前
年
よ
り
六
万

八
千
k
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
全
出
荷

量
の
二
十
四
・
五
％
に
あ
た
り
、
前
年

に
比
べ
二
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

製材工場数　出力数　従業者数　素材消費量 製材品出荷量

工
　
場
　
数

建
築
用
材

出力階層 全国 対前年比 対前年比 対前年比区　分素材消費量（千k） 出荷量（千k）

総数

7.5～22.5kw

22.5～37.5

37.5～75.0

75.0～150.0

150.0～300.0

300.0kw以上

総出力数　kw

1工場あたり出力数　kw

従業者数

1工場あたり消費量

総数

うち人工乾燥材

小計

板類

ひき割類

ひき角類

土木建設用材

木箱仕組板・梱包用材

家具・建具用材

その他用材

6,865

799

1,413

2,309

1,241

649

454

720,883

105

34,970

－ －

－

－

－ －

－

－

93.0

101.1

94.1

87.9

94.8

95.3

96.8

95.7

102.8

91.4

15,465

162

447

1,447

1,943

2,500

8,966

87.8

92.0

84.3

84.1

85.7

86.1

89.5

2,253 94.3

9,291

2,280

7,671

1,494

2,899

3,278

357

987

72

204

85.4

97.1

86.8

87.1

84.5

88.8

85.4

78.7

92.3

68.5

中
型
グ
ル
ー
プ
共
済

　
　
加
入
推
進
中

お
か
げ
さ
ま
で
　　
年
３５

　
　
　
　
減
少
傾
向
続
く

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

関
す
る
法
律
（
概
要
）

Ⅰ
、
趣
旨

　
木
材
の
利
用
の
確
保
を
通
じ
た
林
業

の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
を
図
り
、

森
林
の
適
正
な
整
備
及
び
木
材
の
自
給

率
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
農
林
水

産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
が
策
定
す

る
公
共
建
築
物
に
お
け
る
国
内
で
生
産

さ
れ
た
木
材
そ
の
他
の
木
材
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
定

め
る
と
と
も
に
、
公
共
建
築
物
の
建
築

に
用
い
る
木
材
を
円
滑
に
供
給
す
る
た

め
の
体
制
を
整
備
す
る
等
の
措
置
を
講

ず
る
。

Ⅱ
、
法
律
の
内
容

1
　
国
の
責
務

　
国
は
、
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
実
施
す

る
と
と
も
に
、
自
ら
率
先
し
て
そ
の
整

備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の

利
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
木
造
の
建
築
物
に
係
る
建
築
基
準

法
等
の
規
制
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
法
制
上

の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
※
公
共
建
築
物
と
は
、
次
の
も
の
を

　
　
い
う
。

　
　
①
国
・
地
方
公
共
団
体
が
整
備
す

　
　
　
る
公
共
の
用
等
に
供
す
る
建
築

　
　
　
物

　
　
②
国
・
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者

　
　
　
が
整
備
す
る
建
築
物
で
①
に
準

　
　
　
ず
る
も
の

2
　
地
方
公
共
団
体
の
責
務

　
地
方
公
共
団
体
は
、
国
の
施
策
に
準

じ
て
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施

策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
よ
う
務

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
整
備
す
る
公
共

建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
に
努
め

　
通
常
国
会
で
標
記
法
律
が
全
会
一
致

で
成
立
し
、
五
月
二
十
六
日
公
布
さ
れ

た
。

　
こ
の
法
律
の
概
要
は
別
項
の
と
お
り

で
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大

臣
が
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
た
め
の
木
材
を

円
滑
に
供
給
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備

す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
し
た
も
の
。

　
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
官
庁
営

繕
部
で
の
技
術
基
準
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
以
外
の

周
辺
情
報
に
つ
い
て
、
林
野
庁
の
説
明

等
を
も
と
に
現
在
分
か
る
と
こ
ろ
を
ま

と
め
て
み
た
。

　
お
お
よ
そ
公
共
建
築
物
の
延
べ
床
面

積
は
千
五
百
万
㎡
だ
と
い
う
。
う
ち
、

ス
キ
ー
ム
で
木
造
化
が
原
則
化
さ
れ
て

い
る
低
層
物
件
は
六
百
万
㎡
。
既
に
百

万
㎡
は
毎
年
木
造
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
新
た
に
は
二
百
五
十

万
㎡
が
目
標
に
な
る
と
の
こ
と
。
こ
れ

は
木
材
需
給
表
で
は
需
要
を
一
％
押
し

上
げ
る
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　
高
層
の
庁
舎
に
つ
い
て
も
、
内
装
の

需
要
量
は
大
き
い
と
い
う
。

　
同
じ
、公
共
施
設
で
も
「
老
人
施
設
」

な
ど
は
建
築
基
準
法
以
外
の
規
制
が
あ

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
上
乗
せ
の
規
制

を
お
ろ
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

　
法
律
で
は
、
公
共
建
築
物
に
と
ど
ま

ら
ず
、
住
宅
に
お
け
る
木
材
利
用
に
も

及
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
木
材
の
特
性

と
し
て
断
熱
性
、
調
湿
に
優
れ
、
紫
外

線
を
吸
収
す
る
効
果
が
高
い
こ
と
な
ど

が
う
た
わ
れ
、
ほ
か
に
も
、
癒
し
の
効

果
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
法
律
と
し
て

は
珍
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
林
野
庁
で
は
六
月
か
ら
関
係
省
庁
と

と
も
に
説
明
会
を
開
催
の
予
定
で
あ
る

ほ
か
、
林
野
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広

報
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
相
談
窓
口
（
木
材
利
用
課
利

用
推
進
班
・
電
話
０
３
‐
６
７
４
４
‐

２
２
９
７
）
が
設
置
さ
れ
る
。
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の
利
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
基
本
方
針
の
策
定

　
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣

は
、
国
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お

け
る
木
材
の
利
用
の
目
標
等
を
内
容
と

す
る
、
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
け
る

方
針
の
策
定

　
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
当
該
都
道
府
県
及
び
市
町
村

が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
目
標
等
を
内
容
と
す
る
、

公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
方
針
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

5
　
公
共
建
築
物
の
建
築
に
用
い
る
木

材
を
円
滑
に
供
給
す
る
た
め
の
体
制
の

整
備

（
1
）
木
材
の
製
造
を
業
と
し
て
行
う

「
こ
う
や
っ
て
作
る
木
の
学
校

　
〜
木
材
利
用
の
進
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
、
工
夫
事
例
〜
」

　
建
築
確
認
手
続
き
等
の
運
用
改
善

　
　
　
確
認
審
査
期
間
半
減
を
目
指
す

　
国
土
交
通
省
で
は
、
建
築
確
認
手
続

き
等
の
運
用
改
善
の
方
針
（
本
紙
２
月

号
既
報
）
を
示
し
て
い
た
が
、
建
築
確

認
審
査
の
迅
速
化
及
び
申
請
図
書
の
簡

素
化
の
た
め
の
建
築
基
準
法
施
行
規
則

及
び
関
係
告
示
の
改
正
等
を
行
い
、
三

月
二
十
九
日
付
け
で
公
布
し
、
六
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
円
滑
な
施
行
を
図
る
た
め
、

同
省
は
「
建
築
確
認
手
続
き
等
の
運
用

改
善
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
十
六
万
部
作
成

し
、
配
布
す
る
と
と
も
に
、
四
月
下
旬

（
約
七
十
日
）
の
半
減
を
目
指
し
て
取

組
を
実
施
す
る
。
あ
わ
せ
て
確
認
申
請

後
の
図
書
の
補
正
の
対
象
の
拡
大
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
、
誤
記
・
記
載
漏
れ
等

に
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
施
行
後

は
、
審
査
側
の
指
摘
に
よ
る
図
面
や
構

造
計
算
書
の
補
正
も
可
能
に
す
る
。

　
ま
た
、
②
工
事
着
手
後
の
計
画
変
更

に
係
る
手
続
き
を
簡
便
化
し
、
円
滑
な

工
事
実
施
を
可
能
と
し
、
変
更
確
認
を

要
し
な
い
「
軽
微
な
変
更
」
の
対
象
を

拡
大
す
る
。
ほ
か
、
申
請
図
書
の
大
幅

な
簡
素
化
を
は
か
る
。

　
な
お
、
四
号
建
築
物
に
か
か
る
確
認

・
検
査
の
特
例
に
つ
い
て
は
従
前
の
と

お
り
。

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/com

m
on/

000115296.pdf

　
文
部
科
学
省
と
林
野
庁
は
、
こ
の
ほ

ど
、「
こ
う
や
っ
て
作
る
木
の
学
校
〜
木

材
利
用
の
進
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
、
工
夫

事
例
〜
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
文
部
科
学
省
と
林
野
庁
は
共
同
で
昨

年
七
月
か
ら
「
学
校
の
木
造
設
計
等
を

考
え
る
研
究
会
」（
主
査
・
長
澤
悟
東
洋

大
学
教
授
）
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団

体
や
設
計
者
等
が
学
校
の
木
材
利
用
に

取
り
組
み
や
す
く
な
る
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

特
に
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
、

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/

riyou/riyou/gakkou.htm
l

建築確認手続き等の運用改善の主な内容

〈確認審査の迅速化関係〉

〈申請図書の簡素化関係〉

※サンプル審査による平成21年7月から12月までの確認済証交付までに要した実日数の平均

○審査方法の運用改善を行うとともに、特定行政庁及び指定確認検査機関が、構造
　計算適合性判定（以下「適判」）を要する物件について、現在の確認審査期間（約70
　日※）の半減を目指して取り組みを実施します。

①確認審査と適判審査の並行審査の実施

（施行前）確認審査後に適判審査を
　行う直列型の審査

（施行後）確認審査と適判審査を
　同時に行う並行型の審査を可能に

②確認申請後の図書の補正の対象の拡大

（施行後）審査側の指摘による図面
　や構造計算書の補正も可能に

（施行前）誤記・記載漏れ等に補正
　を限定

〈審査期間半減のイメージ〉

適判審査

適判審査
○施行前：約70日

○施行後：約35日

★★

★★

確認申請段階

確認済証交付確認審査

確認審査
確認済証交付

5週間短縮

○工事着手後の計画変更に係る手続きを簡便化し、円滑な工事実施を可能とします。

①変更確認を要しない「軽微な変更」の対象の拡大

（施行前）建築基準関係規定に適合していて
も安全上の危険度等が高くなる変更は対象外

（施行後)「建築基準関係規定に適合
することが明らかな一定の変更」に拡大

②大臣認定変更手続きの迅速化

例えば、着工後の床の開口部（グリース
トラップ等）の位置の変更等も対象に

（施行後）現在の審査期間を半減

○以下により申請図書の大幅な簡素化を図ります。
（施行後）高層マンションの場合、申請時点での図書は1/4削減、審査終了時点での図書は半減

①構造計算概要書の廃止

②建築設備に係る確認申請図書の簡素化

③建築材料・防火設備等に係る大臣認定書の省略

（施行前）構造計算書＋構造計算概要書　→　（施行後）構造計算書のみ

（施行後）排水トラップや非常用照明設備等に係る構造詳細図の提出が不要に

（施行後）建築材料等の大臣認定書のデータベース化により、大臣認定書の提出が不要に

超高層建築物等の構造計算や避難安全検証法等に係る大臣認定の変更手続きに
ついて、迅速化を図ります。

か
ら
五
月
末
に
か
け
て
、
本
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
用
い
た
都
道
府
県
別
講
習
会
を
開

催
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、
①
審
査
方
法

の
運
用
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
特
定

行
政
庁
及
び
指
定
確
認
検
査
機
関
が
、

構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
要
す
る
物
件

に
つ
い
て
、
現
在
の
確
認
審
査
期
間

発
刊
の
お
し
ら
せ

木
材
利
用
の
検
討
の
進
め
方
や
コ
ス
ト

の
抑
制
の
方
法
を
中
心
に
、
そ
の
ポ
イ

ン
ト
や
、
工
夫
し
た
取
組
み
に
つ
い
て

事
例
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
事
例
集
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村

教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関
に
対
し
送

付
さ
れ
る
。

　
な
お
、
事
例
集
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
見

る
こ
と
が
出
来
る
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
。

者
は
、
公
共
建
築
物
に
適
し
た
木
材
を

供
給
す
る
た
め
の
施
設
整
備
等
に
取
り

組
む
計
画
（
木
材
製
造
高
度
化
計
画
）

を
作
成
し
、
農
林
水
産
大
臣
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）
木
材
製
造
高
度
化
計
画
の
認
定

を
受
け
た
場
合
に
は
、
林
業
・
木
材
産

業
改
善
資
金
助
成
法
の
特
定
等
の
措
置

を
講
ず
る
。

6
　
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利

用
以
外
の
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
施
策

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
住
宅
に

お
け
る
木
材
利
用
、
公
共
施
設
に
係
る

工
作
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
及
び
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
の
促
進
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
務
め
る
。

Ⅲ
、
施
行
期
日

　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
6
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

る
日
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（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

平成22年6月25日（金曜日） （第627号）（第三種郵便物認可）

22年5月分集計表
モニター数108　　回答数67　　回収率62％

モニター数117　　回答数70　　回収率60％

増加27％（18）
増加33％（22）
上昇13％（　9）
上昇39％（26）

増加40％（27）
増加34％（23）
上昇15％（10）
上昇42％（28）

強　含　み
40％（23）
30％（16）
40％（23）
33％（21）
42％（23）

増　　加
20％（13）

減少25％（17）
減少31％（21）
下降　6％（　4）
下降　3％（　2）

減少10％（　7）
減少21％（14）
下降　4％（　3）
下降　6％（　4）

弱　含　み
　2％（　1）
　4％（　2）

　6％（　4）
　2％（　1）

減　　少
　2％（　1）

保ち合い
58％（34）
66％（36）
56％（32）
61％（38）
56％（31）

変わらず
78％（50）

変わらず48％（32）
変わらず36％（24）
変わらず81％（54）
変わらず58％（39）

変わらず50％（33）
変わらず45％（30）
変わらず81％（54）
変わらず52％（35）

変わらず41％（28）
変わらず55％（38）
変わらず75％（52）
変わらず56％（38）

変わらず48％（33）
変わらず57％（39）
変わらず75％（52）
変わらず54％（37）

保ち合い
50％（15）
54％（12）
36％（　9）
68％（40）

1ヵ月
17％（　2）

増加29％（20）
増加19％（13）
上昇19％（13）
上昇35％（24）

増加43％（30）
増加29％（20）
上昇22％（15）
上昇36％（25）

強　含　み
47％（14）
41％（　9）
60％（15）
24％（14）

1ヵ月以内
83％（10）

減少30％（21）
減少26％（18）
下降　6％（　4）
下降　9％（　6）

減少　9％（　6）
減少14％（10）
下降　3％（　2）
下降10％（　7）

弱　含　み
　3％（　1）
　5％（　1）
　4％（　1）
　8％（　5）

1ヵ月以上
　0％（　0）

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
木
材
を
利
用
し
た
学
校
施
設
の
工
夫

事
例
集
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
「
こ

う
や
っ
て
作
る
木
の
学
校
〜
木
材
利
用

の
進
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
概
要

　
一
　
地
方
公
共
団
体
や
設
計
者
等
が

学
校
の
木
材
利
用
に
取
り
組
み
易
く
す

る
観
点
か
ら
、
学
校
の
木
材
利
用
の
進

め
方
や
コ
ス
ト
抑
制
方
策
に
つ
い
て
の

取
組
事
例
等
を
と
り
ま
と
め
る
た
め
、

平
成
二
十
一
年
度
に
文
部
科
学
省
と
共

同
で
研
究
会
を
開
催
。

　
二
　
工
夫
事
例
集
の
ポ
イ
ン
ト

　（　）一
木
材
利
用
の
意
義
と
効
果

①
　
教
育
的
効
果
の
向
上
（
教
室
内
の

温
熱
環
境
、
心
理
・
情
緒
面
等
）

②
　
環
境
へ
の
配
慮
（
地
球
温
暖
化
防

止
、
森
林
整
備
へ
の
貢
献
等
）

③
　
大
工
技
術
者
の
育
成
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
文
化
の
継
承
等

　（　）二
木
材
利
用
を
進
め
易
く
す
る
た
め
の

方
策

①
　
木
材
利
用
の
目
的
の
明
確
化
と
共

通
理
解
、
木
材
利
用
推
進
体
制
の
構
築

等②
　
木
材
利
用
の
進
め
方

・
木
材
の
品
質
、
規
格
や
適
材
適
所
の

使
用
等
に
つ
い
て
関
係
者
の
合
意
形
成

・
伐
採
・
製
材
・
乾
燥
期
間
を
考
慮
し

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
等

・
タ
イ
プ
別
木
造
化
事
例
（
市
町
村
材

・
地
元
の
森
林
・
流
通
材
の
活
用
）、内

装
の
木
質
化
等

・
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
計
上

の
工
夫
（
一
般
流
通
材
・
定
尺
材
の
活

用
、
接
合
部
の
形
状
の
統
一
化
、
適
材

適
所
の
木
材
利
用
、
維
持
管
理
を
配
慮

し
た
設
計
等
）

③
　
木
造
校
舎
の
改
修
、
耐
震
補
強
に

よ
る
継
承
等
を
通
じ
た
地
域
文
化
の
継
承

・
既
存
の
文
化
や
景
観
の
継
承
、
有
効

活
用

・
木
造
校
舎
等
の
耐
震
診
断
・
耐
震
補

強
の
方
法
、
改
修
に
よ
る
温
熱
環
境
等

の
向
上

　（　）三
　
今
後
の
課
題

　
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
的
役
割
を
担

う
組
織
の
形
成

　
・
規
格
材
の
流
通
促
進
に
よ
る
価
格

情
報
の
提
供
と
効
率
的
な
積
算
手
法
の

確
立
等

　4％（　2）


